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	自分たちの手でつくり上げた文化発表会・合唱コンクール
	１０月２３日（金）に開催した文化発表会・合唱コンクールは、生徒たちの確かな成長を感じる素晴らしい一日となりました。今回の行事でも大切にしたのは、「生徒たち自身が考え、判断し、行動する」ということです。実行委員長を中心に、生徒たちが意見を出し合い、よりよい行事にするために話し合いを重ねながら準備を進めてきました。教師は、生徒の考えを尊重し、必要な場面で助言する伴走者として関わりました。
	その結果、保護者席の増設や、当日参観できない保護者のための合唱コンクールの動画配信、全校合唱など、生徒たちの提案から新たな取組が実現しました。自分たちの意見が形になり、学校全体の動きを変えていく。この経験は、生徒たちにとって大きな自信につながったことと思います。
	各学年の総合的な学習の時間の発表では、一部の代表者だけでなく、学年の生徒全員が発表に関わりました。一人一人が役割を担い、自分の力を発揮する姿に、生徒たちの成長を感じました。また、英語弁論では、堂々と自分の思いを伝える姿が後輩たちの憧れとなり、吹奏楽部の演奏では、会場全体が一体となる素敵な時間が生まれました。そして、今回初めて取り組んだ「全校合唱」には、特別な意味があったと考えています。学級や学年の枠を越え、全校生徒が一つの歌を歌うこと。それは単に美しい歌声を響かせることが目的ではありません。普段は...
	行事の成功とは、発表や演奏の完成度だけで決まるものではありません。準備の過程で意見が異なる仲間と折り合いをつけたり、自分の役割を果たしたり、互いのよさを認め合ったりすることにこそ、大きな教育的価値があります。今回の文化発表会・合唱コンクールは、まさに生徒たちが自分たちの力でつくり上げた行事でした。そこで得た自信や仲間とのつながりが、これからの日常の学校生活にも生かされていくことを期待しています。
	地域と学校を支える生徒たちのボランティア活動

